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Zoomを用いたオンライン開催

参加希望の方は、12月13日（月）までに以下のフォームから申し込みをお願いします。

締切後、ご回答頂いたメールアドレスに、研究会のZoomセッションへのリンクをお送
りします。
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https://forms.gle/XDxiiLY24ReAoxQX9

「明治初期における考古学的知識の受容と遺跡・遺物観

―埼玉県域の国学者を中心に―」

発表要旨：
遺跡・遺物と人々との関係については、考古学や人類学における
学史の一部として取り上げられてきた。近年では、人々が遺跡・
遺物をどのように捉えていたのかを社会的背景、階層による認識
の違いから追究する「遺跡・遺物の社会史」が提起されているが、
そこでは捨象されがちな個々人の思想的背景や学派による認識の
違いについても留意する必要があるだろう。本報告では、幕末・
明治初期を生きた国学者たちが西洋考古学の知識をどのように理
解し、遺跡や遺物をいかに認識していたのか、学派の違いを踏ま
えて考察する。
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